かして 置く のが 学者で ある、 文士で ある、 さて は 教師 

である。 

かね い そし 

金の 力で 活 きて おりながら、 金 を 誹る の は、 生んで 

あく-こ 、 

貰った 親に 悪 体 をつ くと 同じ 事で ある。 その 金 を 作つ 

て くれる 実業家 を 軽ん ずるなら 食わずに 死んで 見る が 

いい。 死ねる か、 死に 切れずに 降参 をす るか、 試め し 

て 見ようと 云って 抛り 出された 時、 道 也 はまた 飄然と 

九州 を 去った。 

第三に 出現した の は 中国 辺の 田舎で ある。 ここの 気 

風 はさ ほどに 猛烈な 現金 主義ではなかった。 ただ 土着 

の ものが むやみに 幅 を 利かして、 他県の もの を 外国人 



と 呼ぶ。 外国人と 呼ぶ だけなら それまで であるが、 い 

ま 

ろい ろに 手 を 廻 わして この 外国人 を 征服しょう とする _ 

宴会が あれば 宴会で ひやかす。 演説が あれば 演説で あ 

てこす る。 それから 新聞で 厭味 を 並べる。 生徒にから 

かわせる。 そうして それが 何のた めで もない。 ただ 他 

県の ものが 自分と 同化せ ぬのが 気に 懸 るからで ある。 

同化 は 社会の 要素に 違ない。 仏蘭西の タルドと 云う 学 

者 は 社会 は 模倣な リ とさえ 云うた くらいだ。 同化 は大 

切 かも 知れぬ。 その 大切 さ 加減 は 道 也と いえ ども 心得 

ている。 心得て いる どころではない、 高等な 教育 を受 

けて、 広義な 社会 観 を 有して いる 彼 は、 凡俗 以上に 同 



くどく 

化の 功徳 を 認めて いる。 ただ 高い ものに 同化す るか 低 

いものに 同化す るかが 問題で ある。 この 問題 を 解釈し 

ないで いたずらに 同化す るの は 世の ために ならぬ。 自 

分から 云えば 一 分が 立たぬ。 

ある 時 旧藩主が 学校 を 参観に 来た。 旧藩主 は 殿様で 

華族 様で ある。 所の ものから 云えば 神様で ある。 この 

神様が 道 也の 教室へ 這^って 来た 時、 道 也 は 別に 意に 

も 留めず 授業 を 継続して いた。 神様の 方で は 無論 挨拶 

もしなかった。 これから 事が 六ず かしくな つた。 教場 

は 神聖で ある。 教師が 教壇に 立って 業 を 授ける の は 

さむらい もの ぐ 

侍 が 物の 具に 身 を 固めて 戦場に 臨む ような もので あ 



ならぬ と 悟った ので ある。 今まで はいず この 果で、 ど 

んな 職業 をしょう とも、 己れ さえ 真直で あれば 曲がつ 

た も の は苧殻 のように 向う で 折れ べき ものと 心得 て い 

た。 盛名 はわが 望む ところではない。 威望 も わが 欲す 

ると ころで はない。 ただ わが 人格の 力で、 未来の 国民 

まなこ 

を かたちづくる 青年に、 向上の 眼 を 開かし むる ため、 

取捨 分別の 好例 を 自家 身上に 示せば 足る とのみ 思い込 

んで、 思い込んだ 通り を 六 年余り 実行して、 見事に 失 

敗した ので ある。 渡る 世間に 鬼 はない と 云う から、 同 

リく つ あつ 

情 は 正しき 所、 高き 所、 物の 理窟の よく 分かる 所に 聚 

はやがてん としつき 

まると 早合点して、 この 年月 を 今 S こそ、 今度 こそ、 



ところへ 下女が 御 跳 を 持って くる。 煙草に 火 を 点 

ま 

ける 間はなかった。 

「これ は 樽 麦酒 だね。 おい 君 樽 麦酒の 祝杯 を 一 つ 挙げ 

ようじ やない か」 と 青年 は 琥珀色の 底から 湧き上がる 

あ o 

泡 をぐ いと 飲む。 

「何の 祝杯 を 挙げる の だい」 と 高 柳 君 は 一 口 飲みな が 

ら 青年に 聞いた。 

「卒業 祝い さ」 

「今頃 卒業 祝い か」 と 高 柳 君 は 手の ついた 洋盃を 下へ 

おろして しま つ た。 

「卒業 は 生涯， ^にたった 一度し かないん だから、 いつ 



読んで る じ やない か。 こう 見えても 世の中が、 どれ ほ 

ど 悲観す ベ きもので あるかぐ らい は 知 つてる つもり 

だ」 

「書物の 上で だろう」 と 高 柳 君 は 高い 山から 谷底 を 見 

下ろした ように 云う。 

「書物の 上 —— 書物の 上で は 無論 だが、 実際 だ つ て、 

はんもん 

これで なかなか 苦痛 も あり 煩悶 も あるんだ よ」 

「だって、 生活に は 困らない し、 時間 は 充分 あるし、 

勉強 はしたい だけ 出来る し、 述作 は 思う 通りに やれる 

し。 僕に 較べる と 君 は 実に 幸福 だ」 と 高 柳 君 今度 はさ 

も 羡 ましそう に 嘆 ft する。 



「来ない」 

「どうしたんだろう」 

「おおかた 車掌が、 うちへ 持って行って、 はたきで も 

斿 えたんだろう」 

「まさか、 しかし 出な くつち や 困る ね」 

「困るな あ 自分の 不注意と 我慢す るが、 その 遺失品 係 

い、 P やつ 

りの 厭な 奴 だ 事って II 実に 不親切で、 形式的で —— 

はんこう 

まるで 版行に おした ような 事 を ぺらぺらと 一 通リ 述べ 

たが 以上、 何 を 聞いても 知りません 知りませんで 持ち 

切って いる。 あいつ は廿 世紀の 日本人 を 代表して いる 

模範的 人物 だ。 あすこの 社長 もき つと あんな 奴に 違 t 



「ひどく 癩に 障った ものだね。 しかし 世の中 は その 

遺失品 係りの ような のば かりじ やない からい いじ やな 

ヽ i I 

レカ」 

「もう 少し 人間ら し いのが いるかい」 

「皮肉な 事 を 云う」 

「なに 世の中が 皮肉な のさ。 今の 世の なか は 冷酷の 

きょう しんか い 

競 進 会見た ような もの だ」 と 云いながら 呑み かけの 

てす リ な とたん 

「敷 島」 を 二階の 欄干から、 下へ 抛げ る 途端に、 ありが 

かどぐち ふたりづれ 

とうと 云う 声が して、 ぬつ と 門 口を出た 二人 連の 中 折 

もえがら 

帽の 上へ、 うまい 具合に 燃 殻が 乗っかった。 男 は 帽子 



「気楽 だね」 

せんどう 

「実に 気楽 さ。 知って るの は 僕ら を 煽動した 教師ば か 

なまいき 

りだろう。 何でも 生意気 だから やれ つて 云う のさ」 

「ひどい 奴 だな。 そんな 奴が 教師に いるかい」 

「いると も。 相手が 子供 だから、 どうで も 云う 事 を 聞 

くから かも 知れない が、 いるよ」 

「それで 道 也 先生 どうしたい」 

「辞職し ちまった」 

「可哀想に」 

「実に 気の毒な 事 をした もんだ。 定めし 転任先 を さが 

かつ サぃ おお、 * 

す 間 活計に 困った ろうと 思って ね。 今度 逢ったら 大 



「出来たら 見せる よ。 小説 を かいてい るんだ。 そのう 

はなぞの 

ちの 一章に 女が 花園の なかに 立って、 小さな 赤い 花 を 

余念な く 見詰めて いると、 その 赤い 花が だんだん 薄く 

な つ てし まいに 真白に な つ てし まう と 云う ところ を 書 

いて 見たい と 思 うんだ がね」 

「空想 小説 かい」 

「空想的 で 神秘的 で、 それで 遠い昔し が 何だかな つか 

しいよう な 気持の する ものが 書きたい。 うまく 感じが 

出れば いいが。 まあ 出来たら 読んでくれ たまえ」 

「妙 花園なん ざ、 そんな 参考に やならない よ。 それよ 

りかう ちへ 帰って ホルマン . ハントの 画で も 見る 方が 



くが な あ。 何だか 考える と 身体が むずむずす るよう だ _ 

のんき なま やき 

実際 こんなに 呑気に して、 生 焼の ビス テッキな ど を 

食つ ちゃ いられな いんだ」 

「ハ ハハハ また あせる。 いい じ やない か、 さっきの 商 

人 見た ような 連中 もい るんだ から」 

「あんなの がいる から、 こっち はなお 仕事が したくな 

る。 せめて、 あの 連中の 十分 一 の 金と 時が あれば、 書 

いて 見せる がな」 

「じ や、 どうしても 妙 花園 は 不賛成 かね」 

「遅くなる もの。 君 は 冬服 を 着て いるが、 僕 はい まだ 

に 夏服 だから 帰りに 寒くな つ て 風で も 引く といけ な 



まゎリ しゃくよ しゅで い 

ような たたきと なる。 右の 方に 周囲 一尺 余の 朱 泥 まが 

はち しゅろ ちく なび 

いの 鉢が あって、 鉢の なかには 棕梠 竹が 二三 本 靡く ベ 

き 風 も 受けずに、 ひそ やかに 控えて いる。 正面に は 高 

きんび よう さんじょう こか じ いぎょう 

さ 四 尺の 金屛 に、 三 条の小 鍛冶が、 異形の もの を 

あいづち れいむ かな みかど たち ちょう 

相槌に、 霊夢に 叶う、 御門の 太刀 を 丁 と 打ち、 丁と 打つ 

ている。 

取次に 出た の は 十八 九の しとやかな 下女で ある。 

白 井 道 也と 云う 名刺 を 受取った まま、 あの 若旦那 様 

力た t 

で？ と 聞く。 道 也 先生 は 首 を 傾けて ちょっと 考え 

た。 若旦那に も 大旦那に も 中 野と 云う 人に 逢う の は 今 

が 始めて である。 ことによると まるで 逢えないで 帰る 



の 後ろから 運んで 行く。 

応接間 は 西洋式に 出来て いる。 丸い 卓 に は、 薔薇 

の 花 を 模様に 崩した 五六 輪 を、 淡い 色で 織り出した 

かけ ぞうさ かぶ 

テ ー ブル 掛を、 雑作 もな く 引き 被せて、 末 は 同じ 色 合 

じゅうたん つ 

の 絨毯と、 続づ くが ごとく、 切れた るが ごとく、 波 を 

描いて 床の 上に 落ちて いる。 暖炉 は 塞いだ ままの 一 尺 

にまいおり こびょうぶ 

前に、 二 枚 折の 小 屛風を 穴 隠しに 立てて ある。 窓掛は 

どんす えびちゃ いろ 

緞子の 海老茶 色 だから 少々 全体の 装飾 上 調和 を 破る よ 

うだが、 そんな 事 は 道 也 先生の 眼に はんらない。 先生 

きれい へや はい 

は 生れてから いまだ かつて- J んな 奇麗な 室 へ 這 入 つ た 

事 はない ので ある。 



へきかん ゆうぜん 

先生 は 仰いで 壁 間の 額 を 見た。 京の 舞子が 友 禅の 

振袖に 鼓 を 調べて いる。 今 打って、 鼓から、 白い 指が 

弾き返された ばかりの 姿が、 小指の 先まで よく あらわ 

れ ている。 しかし、 そんな 事に 気の つく 道 也 先生で は 

ない。 先生 はた だ 気品の ない 画 を 掛けた もの だと 思つ 

たばか リ である。 向の 隅に ヌ— ボ— 式の 書棚が あつ 

すき まも さ 

て、 美しい 洋書の 一部が、 窓掛の 隙間から 洩れて 射す 

こうら ほ 

光線に、 金文字の 甲羅 を 干して いる。 なかなか 立派で 

, こ-つ へき き 

ある。 しかし 道 也 先生 これに は 毫も 辟易し なかった。 

つむぎ ちりめん 

ところへ 中 野 君が 出て くる。 袖の 綿 入に 縮緬の 

へこおび きんぶち めがね ごし 

兵 子 帯 をぐ るぐ る 巻きつけて、 金縁の 眼鏡 越に、 道 也 



はず だ。 それ を かように 聞く の は 世馴れぬ 文学士 だか 

ら である。 

「はい」 と 道 也 先生 は 落ちつい ている。 中 野 君の あて 

は 外れた。 中 野 君 は 名剌を 見た 時 はっと 思って、 頭の 

なか は 追い出された 中学校の 教師 だけにな つてい る。 

可哀想 だ と 云う 念頭に 尾^う ち 枯ら した 姿 を 目前に 見 

て、 あなたが、 あの 中学校で 生徒から いじめられた 白 

井さん です かと 聞き 轧 したくて ならない。 いくら 気の 

毒で も 白 井 違いで 気の毒が つたので は 役に立たない。 

気の毒が るた めに は、 聞き 轧す ために は 「あなたが 白 

井 道 也と おっしゃ るんで」 と 切り出さ なくって はなら 



は 同情す る 張り合がない。 

「は あ、 何でも 出来ます 事なら」 と 中 野 君 は 快く 承知 

した。 

「実は 今度 kl 湖 雑誌で 現代 青年の 煩悶に 対する 解決と 

云う 題で 諸 先生方の 御高 説 を 発表す る 計画が ありまし 

て、 それで 普通の 大家ば かりで は 面白くな いと 云う の 

で、 なるべく 新しい 方 も それぞれ 訪問す る 訳に なり ま 

したので —— そこで 実はち よ つ と往 つて 来て くれと 頼 

まれて 来たので すが、 御 差 支がなければ、 御 話 を 筆記 

して 参りたい と 思います」 

道 也 先生 は 静かに 懐 から 手帳と 鉛筆 を 取り出した。 



鉛筆の 音が する。 

「それ は 何 だと 云う と 恋で ある …… 」 

道 也 先生 は ぴたりと 筆記 を やめて、 妙な 顔 をして、 

相手 を 見た。 中 野 君 は、 今 さら 気がつい たように 

ちょっと しょげ 返った が、 すぐ 気を取り直して、 あと 

を つづけた。 

「ただ 恋と 云う と 妙に 御 聞きになる かも 知れない。 ま 

た 近頃 は あ ま リ 恋愛 呼ば リ をす るの を 人が 遠慮す る よ 

まん も，.？ おおい 

うで あるが、 この種の 煩悶 は 大 なる 事実であって、 事 

実の 前に はいかなる もの も 頭 を 下げねば ならぬ 訳 だか 

ら どうす る 事 も 出来な いので ある」 



一 言に して 云えば 中 野 君 は ひまな ので ある。 

「いえ、 せっかくで すが 少々 急ぎます から」 と 客 はも 

う i: 子 を 離れて、 一歩 テ— ブル を 退いた。 いかに ひ 

おじぎ 

まな 中 野 君 も 「それで は」 とつい に 降参して 御辞儀 を 

する。 玄関まで 送って 出た 時 思い切って 

たかやな ぎしゅう さく 

「あなた は、 もしゃ 高 柳 周 作と 云う 男 を 御存じ じ や 

ないです か」 と 念 晴らしの ため 聞いて 見る。 

く つ ぬぎ 

「高 柳？ どうも 知らん ようです」 と沓 脱から 片足 を 

タ タキへ おろして、 高い 背 を 半分 後ろへ 捩じ向けた。 

「ことし 大学 を 卒業した …… 」 

「それじゃ 知らん 訳 だ」 と 両足と もタ タキの 上へ 運ん 



は 装飾 を もって 生れ、 装飾 を もって 死ぬ。 多数の 女 は 

わが 運命 を 支配す る 恋さえ も 装飾 視 して 憚から ぬ もの 

だ 。 恋が 装飾な らば 恋の 本尊た る 愛人 は 無論 装飾 品 で 

い な 

ある。 否、 自己 自身 すら 装飾品 を もって 甘ん ずるの み 

ならず、 装飾品 を もって 自己 を 目して くれぬ 人 を 評し 

て 馬鹿と 云う。 しかし 多数の 女 はしかく 人世 を 観ずる 

にもかかわらず、 しかく 観ずる と はけつ して 思わない 

ただ 自己 の 周囲 を 纏綿す る 事物 や 人間が y J の 装飾 用の 

目的に 叶わぬ を 発見 するとき、 何となく 不愉快 を 受け 

る。 不愉快 を 受ける と 云う のに 周囲の 事物 人間が 依然 

として 旧態 を あらためぬ 時、 わが 眼に 映ず る 不愉快 を 



か 味噌 を 買って 来たと 云って いる。 豆腐が 五 厘 高く 

なった と 云って いる。 裏の 専念 寺で 夕の 御 務め を か 

あんか あんやつ ている。 

細君の 顔が また 襖の 後ろから 出た。 

「あなた」 

道 也 先生 は、 いつの 間に やら、 筆記帳 を 閉じて、 今 

度 はまた 別の 紙へ、 何 か 熱心に 認めて いる。 

「あなた」 と 妻 君 は 二度 呼んだ。 

「何 だい」 

I ま 飯て す I 

「そうか、 今 行く よ」 



批判の 標準 を 置かず して、 その上 皮た る 附属 物 を もつ 

てす ベて を 律しょう とする。 この 附属 物と、 公正なる 

人格と 戦う とき 世間 は 必ず、 この 附属 物に 雷同して 他 

の 人格 を 蹂躪 せんと 試みる。 天下 t 一人の 公正なる 人 

格 を 失う とき、 天下 一 段の 光明 を 失う。 公正なる 人格 

しんしょう つぐな 

は 百の 華族、 百の 紳商、 百の 博士 を もってする も 償 

いがたき ほど 貴き ものである。 われ はこの 人格 を 維 

持 せんがた めに 生れた るの ほか、 人世に おいて 何らの 

かん い うえ しょく 

意義 を も 認め 得ぬ。 寒に 衣し、 餓に 食す る はこの 人 

か すず リ ま 

格 を 維持す るの 一 便法に 過ぎぬ。 筆 を呵し 硯 を 磨す 

るの もまた この 人格 を 他の 面 上に 貫徹す るの 方策に 過 



ご ぶ さ た おわび いちぶしじゅう 

御無沙汰の 御 詫 やら、 何やらして、 それから 一部始終 

の 御 話 をし たんです」 

「それから」 

「すると 御兄さんが、 そり や 御前に は 大変 気の毒 だ つ 

て 大変 私 に 同情して 下さって …… 」 

「御前に 同情した。 ふうん。 ちょっと その 炭 取 を 

取れ。 炭 をつ がない と 火種が 切れる」 

「で、 そり や 早く 整理し なくつ ちゃ 駄目 だ。 全体 なぜ 

ほう 

今まで 抛つ て 置い たんだって おっしゃ るんで す」 

うま 

「旨い 事 を 云わ あ」 

「まだ、 あなた は 御兄さん を 疑って いらっしゃる のね _ 



かっき 

「聞いて るよ」 と赫 気で 赤くな つた 顔 を あげた。 

「思い切って 百 円ば かりと 云った の」 

「そうか。 兄 は 驚ろ いたろう」 

「そうし たらね。 ふうんて 考えて、 百 円と 云う 金 は、 

なかなか 容易に 都合が つく 訳の もの じ やない ：：： 」 

「兄の 云いそう な 事 だ」 

「まあ 聞いて いらっしゃい。 まだ、 あとが 有 るんで す- 

—— しかし、 ほかの 事と は 違う から、 是非なければ 困 

ると 云うなら おれが 保証人に なって、 人から 借りて 

やっても いい つ て 仰し や るんで す」 

「あやしい もの だ」 



報酬が 彼の 懐 に 落つ る 時、 彼 はかえ つて 不思議に 思 

うのみで ある。 

この 物質的に 何らの 功 能 もない 述作 的 労力の 裡には 

きはく てきてき ぼくじゅう 

彼の 生命が ある。 彼の 気魄が 滴々 の 墨汁と 化して、 

まん こう 

一 字 一 画に 満腔の 精神が 飛 動して いる。 この 断 篇が読 

者の 眼に 映 じた 時、 瞳 裏に 一 道の 電流 を 呼び 起して、 

全身の 骨肉が 刹那に 震え かしと 念じて、 道 也 は 筆 を 執 

る。 吾輩 は 道 を 載す。 道 を 遮ぎ る もの は 神と いえ ども 

しとう ほとばし とが 

許さず と 誓って 紙に 向う。 誠 は 指頭より 迸って、 尖 

る 毛 穎の 端に 紙 を 焼く 熱気 あるが) J とき 心地に て 句 を 

綴る。 白紙が 人格と 化して、 淋漓と して 飛騰 する 文章 



「何 を」 

「何でも 御 やめ だ」 

「万事 御 やめ か。 当分 御 やめが よかろう。 万事 御 やめ 

にして 僕と い つ しょに 来た まえ」 

「どこへ」 

「今日は そこに 慈善 音楽会が あるんで、 切符 を 二 枚 買 

わされ たんだが、 ほかに 誰も 1か き 手がない から、 ちょ 

うどい い。 君 行きた まえ」 

「いらない 切符な ど を 買う のかい。 もったいない 事 を 

す るんだ な」 

「なに 義理 だから 仕方がない。 おやじが 買つ たんだが、 



「なに、 今ち よ つ と 隠 袋 から 出したん だ」 と 云いな が 

うち 

ら中野 君 は、 すぐ 手袋 を かくしの 裏に 収めた。 高 柳 君 

の 癇癩 はこれ で少々 治ま つ たようで ある。 

ひづめ 

ところへ 後ろから ェ— ィと 云う 掛声が して 蹄 の 音 

ふたり みちばた の 

が 風 を 動かして くる。 両人 は 足早に 道 傍へ 立ち退いた _ 

くろぬり おおい 

黒 塗の ランド— の 蓋 を、 秋の 日の 暖かき に、 払い 退け 

た、 中には 絹帽 がー つ、 美しい 紅 いの 日傘が 一 つ 見 

えながら、 両人の 前 を 通り過ぎる。 

「ああ 云う 連中が 行く のかい」 と 高 柳 君が 顋で 馬車の 

後ろ 影 を 指す。 



せま す リまち すリま ち 

りて、 自然と 逼る 擂鉢の 底に 近寄らねば ならぬ。 擂鉢 

の 底 は 半円形 を 劃して 空に 向って 広がる 内側 面に は 人 

間の 塀が 段々 に 横 輪 をえ がいている。 七 八 段 を 下りた 

高 柳 君 は 念のために 振り返 つ て 擂鉢の 側面 を 天井 ま 

で 見上げた 時、 目が ちらちらして ちょっと 留 つた。 

excuse me と 云って、 大きな 異人が、 高 柳 君を蔽 いか 

だちょう 

ぶせ るよう にして、 一段 下へ 通り抜けた。 駝鳥の 白い 

毛が 鼻の 先に ふら ついて、 品の いい 香りが ぶんと する。 

あとから、 脳巔の 禿げた 大男が 絹帽を 大事そう に 抱 

す 

えて 身 を 横にして 女に つきながら、 二人 を 擦り抜ける。 

あ ものな 

「おい、 あすこに 椅子が 二つ 空いて いる」 と 物 馴れた 



である。 

一 外套 は 着て いても いいの か」 と 中 野 君に 聞いて 見る _ 

「外套 は 構わな いんだ。 しかし あつ 過ぎる から 脱ごう 

か」 と 中 野 君 はちよ つと 立ち上がって、 外套の 襟 を 三 

寸 ばかり 颯と 返したら、 左の 袖が するりと 抜けた、 右 

の 袖 を 抜く とき、 領の あたり をつ まんだと 思ったら、 

おも I す せな 力 

裏 を 表て に、 外套 はは や 畳まれて、 椅子の 背中 を 早く 

も 隠した。 下 は 仕立てお ろしの フロックに、 近頃 流行 

チョッキ むね あき きれい 

る 白い スリップが 胴衣の 胸 開 を 沿うて 細い 筋 を 奇麗に 

てぎわ うらや 

あらわし ている。 高 柳 君 はなる ほどい い 手際 だと 羨 

ましく 眺めて いた。 中 野 君 はどう 云 もの か 容易に 坐ら 



ちょう さつ くびすじ 

蝶 を 颯と ひらめかして、 細く うねる 頸筋 を 今 真直に 

立て直す 女の 姿が 目つ かった。 紅い は 眼の 縁 を 薄く 

うるお まつげ 

染めて、 潤った 眼 睫の 奥から、 人の 世 を 夢の 底に 吸い 

込む ような 光り を 中 野 君の 方に 注いで いる。 高 柳 君 は 

すわ やと 思った。 

は はかま こくら は 

わが 穿く 袴 は 小 倉で ある。 羽織 は 染めが 剝げ て、 

あか ようしゃ 

濁った 色の 上に 垢が 容赦な く 日光 を 反射す る。 湯に は 

五日 前に 這 入った ぎり だ。 襯衣 を 洗わざる 事 は 久しい。 

音楽会と 自分と はとうて い 両立す る もので ない。 わが 

友と 自分と は 9 やはり 両立し ない。 友の ハイカラ 

姿と この 魔力 ある 眼の 所有者と は、 千里 を 隔てても 無 



「そうか」 と 高 柳 君 は 器械 的に 眼 を 活版の 上に 落した。 

一、 バイオリン、 セロ、 ピ ヤノ 合奏と ある。 高 柳 君 

はセ 口の 何物た る を 知らぬ。 二、 ソナタ …… ベ ー ト— 

ベン 作と ある。 名前 だけ は 心得て いる。 三、 ァ ダジョ 

…… パァ— ジャル 作と ある。 これ も 知らぬ。 四、 と 読 

まくし ゆ +*り 

みかけた 時 拍手の 音が 急に 梁 を 動かして 起った。 演奏 

者 はすで に 台 上に 現われて いる。 

やがて 三部合奏 曲 は 始まった。 満場 は 化石した かの 

もみ 

ごとく 静かで ある。 右手の 窓の 外に、 高い 樅の 木が 半 

はる み ど 

分 見えて 後ろ は遐 かの 空の 国に 入る。 左手の 碧り の 窓 

掛け を 洩れて、 澄み切った 秋の 日が 斜めに 白い 壁 を 明 



むにん きょう たたず 

無人の境に 一人 坊 つちで 佇んで いる。 

三度 目の 拍手が、 断わり もな くまた 起る。 隣 リの友 

達 は 人 一 倍け たたまし い 敲き方 をす る。 無人の境に 

おった 一人 坊 つちが 急に、 霰の ごとき 拍手の なかに 

包囲され た 一人 坊っ ちとなる。 包囲 は なかなか 已 まぬ _ 

たつ はい しつ まぎわ 

演奏者が 闥を排 して わが 室に 入らん とする 間際にな お 

はげ えきか 

なお 烈しくな つた。 ヴァイオリン を 温かに 右の 腋下に 

まも とぎ わ たい めぐ 

護り たる 演奏者 は、 ぐるりと 戸 側に 体 を 回らして、 

うす もみじ すそもよう 

薄紅 葉 を 点じた る 裾模様 を 台 上に 動かして 来る。 狂う 

ひるが そで 

ばかりに 咲き乱れ たる 白菊の 花束 を、 飄 える 袖の 影 

じよ-つく 

に 受けと つて、 なよ やかなる 上軀を 聴衆の 前に、 少し 



「今の は 面白かった。 今までの うち 一番よ く出来た。 

非常に 感じ をよ く 出す 人 だ。 —— どうだい 君」 と 中 野 

君が 聞く。 

「うん」 

「君 面白くな いか」 

「そうさな」 

「そうさな じ や 困った な。 —— おい あすこの 西洋人の 

こま ゆうぜん 

隣り にいる、 細かい 友 禅の 着物 を 着て いる 女が ある だ 

j-5 、0 'る まで 

ろう。 —— あんな 模様が 近頃 流行んだ。 派出だろう」 

「そうかな あ」 

「君 は カラ— • センスの ない 男 だね。 ああ 云う 派出な 



周 作 はこう 思った。 「恋をする 時間が あれば、 この 自 

分の 苦痛 を かいて、 ー篇の 創作 を 天下に 伝える 事が 出 

来る だろう に」 

きれい はな ガス 

見上げたら 西洋 軒の 一 一階に 奇麗な 花 瓦斯が ついてい 

た。 

五 

は い * つえした す ガラス 

ミルク ホ— ルに這 入る。 上下 を擦リ 硝子に して 中 一 

す とお こしし ようじ す いす 

枚 を 透き通し にした 腰 障子に 近く 据えた 一 脚の 椅子に 

や き パ ン かじ 

腰をおろす。 焼麵 麴を嚙 つて、 牛乳 を 飲む。 懐中に は 



なかの しゅんたい 

恋愛観と 云う 表題の 下に 中 野 春 台と ある。 春 台 は 無論 

きいち や き パ ン 

輝 一 の 号で ある。 高 柳 君 は 食い 欠いた 焼 麵麴を 皿の 上 

へ 置いた なり 「僕の 恋愛観」 を 見て いたが やがて、 に 

やりと 笑った。 恋愛観の 結末に 同じく 色鉛筆で 色情狂 

》 〔# 感嘆符 三つ、 320-13〕 と 書いて ある。 高 柳 君 は 頁 

を はぐった。 六 号 活字 はだい ぶ 長い。 もっとも いろい 

ろの 人の 名前が 出て いる。 一番 始めに は 現代 青年の 

はんもん 

煩悶に 対する 諸家の 解決と ある。 高 柳 君 は 急に 読んで 

見る 気になった。 —— 第一 は 静心の 工夫 を 積めと 云う 

注意 だ。 積めと はどう 積む のか ちっとも わからない。 

れいすいまさつ 

第二 は 運動 をして 冷水摩擦 を やれと 云う。 簡単な もの 



…… J 

芸者と 紳士が いっしょ になって るの は、 面白い と、 

や き パ ン ぺ ん 

青年 はまた 焼 麵麵の 一 片を、 横 合から 半円形に 食い 欠 

バタ はかま ひざ 

いた。 親指に ついた 牛酪 を そのまま 袴の 膝へ なすり 

つけた。 

「芸妓、 紳士、 通人から 耶蘇 孔子 釈迦 を 見れば 全然た 

る 狂人で ある。 耶蘇、 孔子、 釈迦から 芸妓、 紳士、 通 

人 を 見れば 依然として 拘泥して いる。 拘泥のう ちに 拘 

泥 を 脱し 得た リと 得意なる もの は 彼らで ある。 両者の 

解脱 は 根 本義に おいて 一 致すべからざる ものである。 

…：- J 



「彼ら は 趣味に おいて 専門の 学徒に 及ばぬ。 しかも 学 

徒 以上 他に 働き かける の 能力 を 有して いる。 能力 は 権 

利で はない。 彼らの ある もの はこの 区別 さえ 心得て お 

らん。 彼らの 趣味 を 教育すべく この 世に出 現せる 文学 

者 を 捕えて すら これ を 逆し まに 吾 意の ごとく せんとす 

る。 彼ら は 単に 大道 徳を 忘れた るの みならず、 大不道 

てんぜん 

徳を 犯して 恬然と して 社会に 横行しつつ あるので ある。 

「彼ら の 意の，) J とくな る 学徒が あれば、 自己 の 天職 を 

自覚せ ざる 学徒で ある。 彼ら を 教育す る 事の 出来ぬ 学 

徒が あれば 腰の 抜けた る 学徒で ある。 学徒 は 光明 を 体 

せん 事 を 要す。 光明より 流れ出ず る 趣味 を 現実 せん 事 



を 要す。 しかして これ を 現実 せんがた めに、 拘泥せ ざ 

らん 事 を 要す。 拘泥せ ざらん がた めに 解脱 を 要す」 

ぼうぜん あ 

高 柳 君 は 雑誌 を 開いた まま、 茫然と して 眼 を 挙げた。 

正面の 柱に かかって いる、 八 角 時計が ぼうんと 一時 を 

打つ。 柱の 下の i: 子に ぼつ 然と 腰 を 掛けて いた 小 女郎 

が 時計の 音と 共に 立ち上がった。 丸テ— ブルの 上に は 

きょ うやき はない け 

安い 京 焼 の花活 に、 浅ましく 水仙 を 突き さして、 葉の 

先が 黄ばんで いるの を、 いつまでも そのままに 水 を や 

らぬ 気と 見える。 小 女郎 は 水仙の 花に ちょっと 手 を 触 

れて、 花活の そばに ある 新聞 をと り 上げた。 読む かと 

かたわら 

思ったら 四つに 畳んで 傍 に 置いた。 この 女 は 用 もな 



おじぎ 

より 生ずる 真正の 御辞儀で ある。 世間に 対する 御辞儀 

は - J の 野郎が と 心中に 思 い なが らも、 公然に は 反比例 

きわ きょぎ 

に 丁寧 を 極めた る 虚偽の 御辞儀であります と 断わりた 

いくらいに 思って、 高 柳 君 は 頭 を 下げた。 道 也 先生 は 

それと 覚っ たか どうか 知らぬ。 

「ああ、 そうです か、 私が 白 井 道 也で …… 」 とつく ろつ 

けしき あいさつぶ 

た 景色 もな く 云う。 高 柳 君に はこの 挨拶 振りが 気に 

入った。 両人 はしば らくの 間 黙って 控えて いる。 道 也 

は 相手の 来意が わからぬ から、 先方の 切り出す の を 待 

つのが 当然と 考える。 高 柳 君 は 昔し の 関係 を 残りな く 

ち あ、 あっ^- 

打ち 開けて、 一 刻 も 早く 同類 相憐 むの 間柄に なりたい。 



「ええ、 だいぶ 寒くな つたよう で …… 」 

高 柳 君の 脳 中の 冒頭 はこれ で まるで 打ち壊され てし 

まった。 いっその 事 自白 はこの 次に しょうと いう 気に 

なる。 しかし 何だか 話して 行きたい 気がする。 

「先生 御忙 がしいで すか …… 」 

「ええ、 なかなか 忙が しいんで 弱ります。 貧乏 閑な し 

で」 

高 柳 君 はやり 損な つ たと 思う。 再び 出直さね ばなら 

ん。 

うけたまわ 

「少し 御 話 を 承 リ たいと 思って 上がつ たんです が 

…：- J 



ば、 おれ は 当然 一 一十 円 五十 銭の 月給で 沢山 だと 思った。 

何だか 急に 広い 世界へ 引き出され たような 感じが する。 

「先生 はだい ぶ 御 忙しい ようです が …… 」 

「ええ。 進んで 忙しい 中へ 飛び込んで、 人から 見る と 

す 、> きょう 

酔 興な 苦労 をし ます。 ハハ ハハ」 と 笑う。 これなら 

苦労が 苦労に たたない。 

「失礼ながら 今 は どんな 事 を やって おいでで …… 」 

「今です か、 ええ いろいろな 事 を やります よ。 飯 を 食 

う 方と 本領の 方と 両方 やろうと する から なかなか 骨が 

折れます。 近頃 は 頼まれて よく 方々 へ 談話の 筆記に 行 

きます がね」 



が 回り 出してから 一 番 早く 出る 発音が うまう まだそう 

です。 それで その 時分 は 何 を 見ても うまう ま、 何 を 見 

なに 

なくつ てもう まう まだから つまり は 何にもつ けなくて 

もい いの だそう だが、 そこが 小 供に 取って 一番 大切な 

もの は 食物 だから、 とうとう 食物の 方で、 うまう ま を 

専有して しまったの だそう です。 そこで 大人 も その 癖 

がの こって、 美味な もの をうまい と 云うよう になった _ 

はんもん 力え 

だから 人生の 煩悶 は 要するに 元へ 還って うまう まの 一 一 

字に 帰着す ると 云う のです。 何だか 寄席へ でも 行った 

ようじ やないで すか」 

「馬鹿にして いますね」 



えてい る くらいだ から」 

「金持ちです」 

うち 

「うん 立派な 家に いますね。 君 は あの 男と 親密な ので 

す 力」 

「ええ、 もとは ごく 親密でした。 しかし どうもい かん 

です。 近頃 は —— 何だか —— 未来の 細君 か 何 か出来た 

んで、 あんまり 交際して くれない のです」 

「いいでしょう。 交際し なくっても。 損に もな りそう 

リ ヽ o ヽヽ ヽヽヽ 一 

iA^ レ ノノノ ノノ」 

ひと リぼ 

「何だかし かし、 こう、 一人 坊 つちの ような 気がして 

淋しく つ て いけません」 



もしない。 私 も 田舎の 学校 はだい ぶ 経験が あるが」 

「先生 は …… 」 と 言い かけた が、 また 昔の事 を 云い 出 

しにくくな つ た。 

「ええ？」 と 道 也 は 何も 知らぬ 気で ある。 

「先生 は —— あの —— 江湖 雑誌 を 御 編輯に なると 云う 

事です が、 本当にそう なんで」 

「ええ、 この間から 引き受けて やって います」 

「今月の 論説に 解脱と 拘 i と 云う のが ありまし たが、 

あの 憂世 子と 云う の は …… 」 

「あれ は、 わたしです。 読みました か」 

「ええ、 大変 面白く 拝見し ました。 そう 申しち や 失礼 



やつ 

「馬鹿な 奴です ね」 

「その代り 雑誌へ 眼 薬の 広告 を 出す から 是非 一つ 願い 

てんめい すい 

たいつ て —— 何でも 点 明 水と か 云う 名です がね …… 」 

「妙な 名 をつ けて —— 。 御 書きに なつたん です か」 

「いえ、 とうとう 断わりました がね。 それで まだお か 

しい 事が あるので すよ。 その 薬屋で 売出し の 日に 大き 

な 風船 を 揚げ るんだ と 云う のです」 

「御祝いの ためです か」 

「いえ、 やはり 広告の ために。 ところが 風船 は 声 も 出 

あおむ 

さずに 高い 空 を 飛んで いるの だから、 仰向けば 誰に で 

も 見える が、 w 向かせな くつち やい けないで しょう」 



「それじゃ 本式に」 

「本式に やなお できません わ」 

「それじゃ、 つまりお やめと 云う 訳です か」 

「だってた くさん 人の いる 前なん かで、 —— 恥ずかし 

くって、 声なん か 出 やしません わ」 

「その 新体 詩 はいいでしょう」 

「ええ、 わたし 大好き」 

「あなたが、 そう やって、 唱 つてる ところ を 写真に 一 

つ 取りましょう か」 

「写真に？」 

「 *又* え 厭です 力」 



「厭 じ やない わ。 だけれ ども、 取って 人に 御 見せな さ 

るでしょう」 

「見せて わるければ、 わたし 一人で 見て います」 

女 は 何にも 云わずに 眼 を 横に 向けた。 こぼれ 梅 を 一 

はんえ リ おもて まんなか みょうじょう 

枚の 半襟の 表に 掃き集めた 真中に、 明星と 見 まが 

とめばり てきれ き かがや 

う ほどの 留 針が 的 櫟と 耀 いて、 男の 眼 を 射る。 

女の 振り向いた 方に は 三尺の 台 を 二 段に 仕切って、 

► J うち はち らん ゆ 

下に は 長方形の 交趾の 鉢に 細き 蘭が 揺るがん として、 

香の 煙りの たなびく を 待って いる。 上段に はメ ロスの 

ヴィ ー ナス へや す 

愛 神の 模像 を、 ほの 暗き 室の 隅に 夢 かとば かり 据え 

て ある。 女の 眼 は 端な くも この 裸体 像の 上に 落ちた。 



「あの 像 は」 と 聞く。 

「無論 模造です。 本物 は 巴 理のル —ヴル にある そうで 

す。 しかし 模造で もみ ごとです ね。 腰から 上の 少し 

曲った ところと 両足の 方向と が 非常に 釣合が よく 取れ 

ている。 —— これが 全身 完全 だと 非常な ものです が、 

惜しい 事に 手が 欠けて ます」 

「本物 も 欠けて るんで すか」 

「ええ、 本物が 欠けて るから 模造 も かけて るんで す」 

「何の 象でしょう I 

「ヴィ ー ナス。 愛の神です」 と 男 はこと さらに 愛と 云 

う 字 を 強く 云った。 



r ヴィ— ナス！」 

まつげ と 

深い 眼 睫の 奥から、 ヴィ— ナス は 溶ける ばかりに 見 

ひや せっこう まろ 

詰められ ている。 冷やかなる 石膏の 暖まる ほど、 丸き 

乳首の、 呼吸に つれて、 かすかに 動く かと 疑し まるる 

ひとみ こ えん 

ほど、 女 は 瞳 を 凝らして いる。 女 自身 も艷 なる ヴィ ー 

ナスで ある。 

「そう」 と 女 はやが て、 かすかな 声で 云う。 

「あんまり 見て いると ヴィ— ナスが 動き 出します よ」 

「これで 愛の神で しょうか」 と 女 はよう やく 頭 を 回 

らした。 

あなたの 方が 愛の神ら しいと 云おうと したが、 女と 



「その 通り だ。 冷めたい と 云う のが 適評 だ。 何だか 妙 

だと 思って いたが、 どうも、 いい 言葉が 出て 来な かつ 

たんです。 冷めたい II 冷めたい、 と 云う のが 一番い 

い」 

「なぜ こんなに、 栴ら えたんで しょう」 

「やっぱり フヒ ジァス 式 だから 厳格なん でしよう」 

「あなた は、 こう 云う のが 御 好き」 

うかが 

女 は 石像 を さえ、 自分と 比較して 愛人の 心 を 窺つ 

て 見る。 ヴィ ー ナス を 愛する もの は、 自分 を 愛して は 

くれまい と 云う 掛 念が ある。 女 はヴィ ー ナスの、 神で 

ある 事 を 忘れて いる。 



刹那に、 はっと 受けた 印象 は、 学者の 一 言の ために 打 

ち 消される もので はな い。 

「元来 ヴィ— ナス は、 どう 云う もの か 僕に はい やな 

れんそう 

聯想が ある」 

「どんな 聯想な の」 と 女 はおとな しく 聞きつつ、 双の 

ひざ てくび 

手 を 立ちながら 膝の 上に 重ねる。 手頸から さきが ニ寸 

きぬ 

ほど 白く 見えて、 あと は、 しなやかなる 衣のう ちに 隠 

うすくれ な い 

れる。 衣 は 薄紅に 銀の 雨 を 濃く 淡く、 所 まだらに 降 

しまがら 

らした ような 縞柄で ある。 

上に なった 手の甲の、 五つに 岐れた 先の、 しだいに 

細 まりて かつ 丸く、 つや ある 爪に 蔽 われた のが^; ぃ感 



「昔し さる 好事家が ヴィ— ナスの 銅像 を 掘り出して、 

吾が 庭の 眺めに と 橄欖の 香の 濃く 吹く あたりに 据えた 

そうです」 

「それ は 御 話？ 突然な のね」 

「それから 或 日テニ ス をして いたら …… 」 

「あら、 ちっとも 分らない わ。 誰が テニス をす るの。 

銅像 を 掘り出した 人な の？」 

「銅像 を 掘り出し たの は 人足で、 テニス をした の は 銅 

像 を 掘り出さした 主人の 方です」 

「ど つ ち だ つ て 同じじゃありません か」 

「主人と 人足と 同じ じ や 少し 困る I 



「いいえ さ、 やっぱり 掘り出した 人が テニス をし たん 

でしよう」 

「そう 強情 を 御 張りに なるなら、 それでよ ろしい。 I 

I では 掘り出した 人が テニ スを する …… 」 

ほう 

「強情 じ やない 事よ。 じ や 銅像 を 掘り出さした 方が テ 

ニス をす るの、 ね。 いいでしょう」 

「ど つちで も 同じで さあ」 

「あら、 あなた、 御 怒りな すった の。 だから 掘り出さ 

した 方 だって、 あやまってい るじゃありません か」 

「ハ ハハハ あやまらな くっても いいです。 それで テニ 

ス をして いると ね。 指輪が 邪魔に なって、 ラケットが 



かすが 道 也 先生の 使命で ある。 道 也 先生 は その他 を 知 

らぬ。 

高 柳 君 はそう は 1か かぬ。 道 也 先生の 何事 を も 知ら ざ 

るに 反して、 彼 は 何事 を も 知る。 往来の 人の 眼つ きも 

知る。 肌寒く 吹く 風の 鋭 どき も 知る。 かすれて 渡る 雁 

の 数 も 知る。 美く しき 女 も 知る。 黄金の 貴き も 知る。 

きくず わがみ 

木屑の ごとく 取り扱わ るる 吾 身の はかなくて、 浮世の 

苦しみの 骨に 食い入る 夕 々を 知る。 下宿の 菜の 憐れ 

にして 芋ば かりなる はもと より 知る。 知り 過ぎた るが 

君の 癖に して、 この 癖 を 増長せ しめたる が 君の 病で あ 

る。 天下に、 人間 は 殺しても 殺し 切れぬ ほど ある。 し 



君 はふと 眼 を 挙げて 庭前の 梧桐 を 見た。 高 柳 君 は 述作 

をして 眼が つかれる と 必ず この 梧桐 を 見る。 地理学 教 

授法を 訳して、 くさくさ すると 必ず この 梧桐 を 見る。 

手紙 を 書いて さえ 行き詰まる とき つと この 梧桐 を 見る _ 

あれに わ 

見る はずで ある。 三 坪 ほどの 荒 庭に 見るべき もの は 一 

本の 梧桐 を 除いて は ほかに 何にもない。 

ことに この間から、 気分が わるくて、 仕事 をす る 元 

ほお づ え 

気がない ので、 あやしげな 机に 頰杖を 突いて は 朝な 夕 

ごとう なが 

なに 梧桐 を 眺めく らして、 うつらう つらと していた。 

いちょう 

一葉 落ちて と 云う 句 は 古い。 悲しき 秋 は 必ず 梧桐 か 

ら手を 下す。 ばっさり と 垣に かかる 袷の 頃 は、 さま 



け-, ろ ぽ う ず 

径路 を 通り越して、 から 坊主に なって いた。 窓に 近く 

なな むしくいば 

斜めに 張った 枝の 先にた だ 一 枚の 虫食 葉が かぶりつ い 

ている。 

ひとり ぼ 

「一人 坊 つち だ」 と 高 柳 君 は 口の なかで 云った。 

せき 

高 柳 君 は 先月 あたりから、 妙な 咳 をす る。 始めは 気 

にもし なかった。 だんだん 腹に 答えの ない 咳が 出る。 

咳 だけで はない。 熱 も 出る。 出る かと 思う とやむ。 や 

ん だから 仕事 をしょう かと 思う とまた 出る。 高 柳 君 は 

首 を 頃け た。 

医者に 行って 見ても らおう かと 思った が、 見て もら 

うと 決心 すれば、 自分で 自分 を 病気 だと 認定した 事に 



「先生」 

「何です か」 

「さっき、 車屋から 突き飛ばされました」 

「そり や、 あぶなかった。 怪我 をし やしま せんか」 

「いいえ、 怪我 はしません が、 腹 は 立ちました」 

「そう。 しかし 腹 を 立てても 仕方がない でしよう。 I 

わたな ベ かざん 

I しかし 腹 も 立てよう によるで すな。 昔し 渡辺畢 山が 

ともさき そこつ あ 

松 平 侯の 供 先に 粗忽で 突き 当って ひどい 目に 逢った 事 

が ある。 畢山 がその 時の 事 を 書いて ね。 —— 松 平 侯 御 

横行 —— と 云って るです が。 この 御 横行の 三 字が 非常 

に 面白い じ やないで すか。 尊んで 御の字 をつ けて る 



たって、 やっぱり 同等の 創作し か出来ない 訳 だ。 同等 

さくぶ つ 

でなければ こそ、 立派な 人格 を 発揮す る 作物 も 出来る。 

立派な 人格 を 発揮す る 作物が 出来なければ、 彼らから 

は 見くびられ るの はも つと もでしょう」 

「芸者 や 車 引 はどうで もい いです が …… 」 

「例 はだれ だって 同じ 事です。 同じ 学校 を 同じに 卒業 

した 者 だって 変り はありません。 同じ 卒業生 だから 似 

たもの だろうと 思う の は 教育の 形式が 似て いるの を教 

育の 実体が 似て いるものと 考え 違した 議論です。 同 

じ 大学の 卒業生が 同じ 程度の もので あったら、 大学の 

卒業生 は- ^ と w J とく 後世に 名 を 残す か、 または こと ご 



なげう ひんかく かい 

有リ あまる 財 を 抛 つ て 多くの 賓格 を 会す。 来らざる 

わらく さしまね いと おもむ 

もの は 和楽の 扇に 麾 く 風 を 厭うて、 寒き 雪空に 赴 

く鳧 雁の 類で ある。 

円満なる 愛 は 触る ると ころの すべて を 円満に す。 二 

しぐれ 

人の 愛 は 曇り勝ちなる 時雨の 空 さえ も 円満に した。 I 

I 太陽の 真上に 照る 日で ある。 照る 事 は 誰でも 知る が、 

かざ あきら 

だれも 手 を 翳して 仰ぎ見る 事の ならぬ くらい 明 かに 

照る 日で ある。 得意なる ものに 明かなる 日の 嫌な もの 

はない。 客 は 車 を 駆って 東西南北よ リ 来る。 

えら よそお かしら 

杉の 葉の 青き を択ん で、 丸 柱の 太き を 装 い、 頭 の 

上 一 丈に て 一 一本 を 左右より 平 に 曲げて 続ぎ 合せた る 



「や あ、 よく 来て くれた。 あまり 遅い から、 どうした 

かと 思って 心配して いたと ころだった」 偽り もない 

事実で ある。 ただ 「これ は」 と 思った 事 だけ を 略した 

までで ある。 

「早く 来ようと 思った が、 つい 用が あって …… 」 これ 

も 事実で ある。 けれども やはり 「これ は」 が 略されて 

いる。 人間の 交際に はいつ でも 「これ は」 が 略される。 

略された 「これ は」 が 重なると、 暄嘩 なしの 絶交と な 

ま. う タ う 

る。 親しき 夫婦、 親しき 朋友が、 腹の なかの 「これ は、 

これ は」 でな し 崩しに 愛想 をつ かし 合って いる。 

さい ひとり ぼ 

「これが 妻 だ」 と 引き合わせる。 一人 坊 つちに 美しい 



ひじ つえ 

へ 突き 込んだ まま 肘 を 張って いる。 一人 は 細い 杖に 

いいわけ ゴ ム つまさき 

言訳 ほど に 身 を もたせて、 護謨び き 靴の 右の 爪先 を、 

たて ささ 

竪に 地に 突いて、 左足 一本で 細長い からだの 中心 を 支 

えてい る。 

「まるで 給仕 人 だ」 と 一 本 足が 云う。 

高 柳 君 は 自分の 事 を 云う のかと 思った。 すると 色 胴 

衣が 

えんびふく 

「本当に さ。 園遊会に 燕尾服 を 着て くるなん て —— 洋 

行し ないだ つ て そのく らいな 事 はわ かリ そうな もの 

あいづち 

だ」 と 相鎚 を 打って いる。 向う を 見る となる ほど 燕 尾 

服が いる。 しかも 二人 かたまって、 何 か 話 をして いる _ 



同類 相 集まる と 云う 訳だろう。 高 柳 君 はよう やく あれ 

を 笑って るの だな と 気がついた。 しかし なぜ 燕尾服が 

園遊会に 適しない か はとうて い 想像が つかなかった。 

芝生の 行き 当りに 葭簀 掛けの 踊 舞台が あって、 何 か 

ひさし 

しきりに やって いる。 正面 は 紅白の 幕で 庇 を かこつ 

もうせん 

て、 奥に は 赤い 毛氈 を 敷いた 長い 台が ある。 その上に 

三味線 を 抱えた 女が 三人、 抱えない のが 二人 並んで い 

る。 弾く ものと 唄う ものと 分業に したので ある。 舞台 

きんが み えぼし かぶ 

の 真中に 金 紙の 烏帽子 を 被って、 真白に 顔 を 塗りた て 

さお ま いおう ギ J 

た 女が、 棹の ような もの を 持ったり、 落したり、 舞扇 

そで かざ 

を 開いたり、 つぼめたり、 長い 赤い 袖 を 翳したり、 翳 



さなかったり、 何でもし きりに 身 振 をして いる。 半紙 

あさ づ まぶね は 

に 墨 黒々 と 朝 妻 船と かいて 貼リ 出して あるから、 おお 

うし 

かた 朝 妻 船と 云う もの だろうと 高 柳 君 はしば らく 後ろ 

の 方から 小さくな つて 眺めて いた。 

舞台 を 左へ 切れる と、 御影の 橋が ある。 橋の 向の 

つきやま わきて のれん 

築山の 傍 手に は 松が 沢山 ある。 松の 間から 暖簾の よう 

な ものが ちらちら 見える。 中で 女が ききと 笑つ て いる _ 

橋 を 渡り かけた 高 柳 君 はまた 引き返した。 楽隊が 一 度 

に満 庭の 空気 を 動かして 起る。 

テント のぞ 

そろそろと 天幕の 所まで 帰って来る。 今度 は 中を視 

くの を やめに した。 中 は 大勢で がやがや している。 入 



うずま 

口へ 回つ て 見る と 人で 埋 つ て 皿の 音が しきりに する。 

若夫婦 は どこに いるか 見えぬ。 

しばらく 様子 を 窺 つ ている と 突然 万歳と 云う 声が 

した。 楽隊の 音 は 消されて しまう。 石橋の 向う で 万歳 

ま：：' ご 

と 云う 返事が ある。 これ は 迷子の 万歳で ある。 高 柳 君 

はの そりと 疳違 をした 客の ように 天幕のう ちに 

這^った。 

皿 だけ 高く 差し上げて 人と 人の 間 を 抜けて 来た もの 

が ある。 

お あが 

「さあ、 御上ん なさい。 まだ あるんだ が 人が 込んで て 

容易に 手が 届かない」 と 云う。 高 柳 君 は 自分に くれる 



「それさ」 と 今度 は 禿げの 番 である。 「野 添が、 どうで 

す 少し 持って くれません かと 云う から、 さよう さ、 わ 

たし は 今回 はま あよし ましょうと 断 わった のさ。 とこ 

ろが、 まあ、 そう 云わず と、 せめて 五 百 株で も、 実は 

あな t こ 

もう 貴所の 名前に して あるんだ からと 云う のさ、 面倒 

だから いい加減に 挨拶 をして 置いたら 先生す ぐ 九州へ 

立って 行った。 それから 二週間 ほどして 社へ 出る と 書 

記が 野 添さん の 株が 大変 上りました。 五十 円 株が 六十 

五 円に なりました。 合計 三 万 二 千 五 百 円に なりました 

と 云う のさ」 

「そり や 豪勢 だ、 実は 僕 も 少し 持とうと 思って たんだ 



「近頃 は 出掛ける かね」 と 云う 声が する。 仙 台 平 をず 

しろた ぴ ねずお せった 

るず る 地び た へ 引きずって 白 足袋に 鼠 緒の 雪駄 を かす 

かに 出した 三十 恰好の 男 だ。 

すさき たね だけ かもりょう 

「昨日 須 崎の 種 田家の 別荘へ 招待され て 鴨獵 を やつ 

た」 と 五分 刈の 浅黒い のが 答えた。 

「鴨に はま だ 早いだろう」 

「もういい ね。 十 羽ば かり 取った がね。 僕が 十 羽、 

おおたに か せ やまのう ち 

大 谷が 七 羽、 加 瀬と 山 内が 八 羽ず つ」 

「じ や 君が 一 番か」 

「いいや、 斎 藤 は 十五 羽 だ」 

「へえ I と 仙 台 平は感 ひして いる。 



「三百 枚 どころ か 四百 三十 五 頁 ある」 

「それで、 どうして 売れな いんでしょう」 

「やっぱり 不景気なん だろう よ」 

「だろう よじ や 困ります わ。 どうか 出来ないでしょう 

ゝ I 

力」 

「南溟 堂へ 持って行った 時には、 有名な 人の 御 序文が 

あれば と 云う から、 それから 足 立なら 大学教授 だから、 

よかろうと 思って、 足 立に たのんだ のさ。 本 も 借金と 

同じ 事で 保証人がない と 駄目 だぜ」 

「借金 は 借り るんだ から 保証人 もい るで しょうが I 

ひとさし か 

I」 と 妻 君 頭の なかへ 人 指 ゆび を 入れて ぐいぐい 搔く。 



「もう 一 遍足 立さん に 願つ て 御覧に な つ たら どうで 

しょう」 

「厭な ものに 頼んだ つ て 仕方がな いさ」 

「あなた は、 それ だから 困る のね。 どうせ、 あんな、 

えら かた 

豪い 方に なれば、 すぐ、 おい それと 書いて 下さる 事 は 

ないで しょうから …… 」 

「あんな 豪い 方って —— 足 立が かい」 

「そリ や、 あなた も 豪いで しょうさ しかし 向 は 

ともかくも 大学 校の 先生です から 頭 を 下げた つ て 損 は 

ないで しょう」 

「そうか、 それじゃ おおせに 従って、 もう 1 返 頼んで 



見よう よ。 —— 時に 何時かな。 や、 大変 だ、 ちょっと 

はかま 

社まで 行って、 校正 をして こなければ ならない。 袴 

を 出して くれ」 

せんす じ かへい じ こがらし 

道 也 先生 は 例の ごとく 茶の 千 筋の 嘉平治 を 木 枯にぺ 

ひょうぜん 

らっかすべく 一着して 飄然と 出て 行った。 居間の 柱 

時計が ぼん ぼんと 二 時 を 打つ。 

くず すみび 

思う 事 積んで は 崩す 炭火 かなと 云う 句が あるが、 細 

まるひお け 

君 は 恐らく 知るまい。 細君 は 道 也 先生の 丸 火桶の 前へ 

来て、 火桶の 中 を、 丸る く搔 きなら している。 丸い 火 

桶 だから 丸く 搔 きなら す。 角な 火桶なら 角に 搔 きなら 

すだろう。 女 は 与えられ たもの を 正しい ものと 考える _ 



そのな かで 差し 当りの ないように 暮らす の を 至善と 心 

得て いる。 女 は 六角の 火桶 を 与えられても、 八 角の 火 

鉢 を 与えられても、 六角に また 八 角に 灰を搔 きなら す _ 

それより 以上の 見識 は 持たぬ。 

立っても おらぬ、 坐っても おらぬ、 細君の 腰 は宙に 

ひざがしら ふち す 

浮いて、 膝頭 は 火桶の 縁に つきつけられ ている。 坐 

わるに は 所 を 得ない、 立って は 考えられない。 細君の 

ちゅうとはんぱ 

姿勢 は 中途 半 把で、 細君の 心 も 中途 半 把で ある。 

考える と 嫁に 来たの は 間違って いる。 娘のう ちの 方 

が、 いくら 気楽で 面白かった か 知れぬ。 人の 女房 はこ 

んな ものと、 誰か 教えて くれたら、 来ぬ 前によ す はず 



敷へ^ 入つ てく る。 

さ ら さ 

「だいぶ 吹きます ね」 と 薄い 更紗の 上へ 坐って 抜け 上 

がった 額 を 逆に 撫でる。 

「御 寒い のによ く」 

「ええ、 今日は 社の 方が 早く 引けた もの だから …… 」 

「今 御帰り 掛けです か」 

「いえ、 いったん うちへ 帰って ね。 それから 出直して 

来ました。 どうも 洋服 だと 坐つ てるのが 窮屈で …… 」 

兄 は 糸 織の 小袖に 鉄 御 納戸の 博 多の 羽織 を 着て いる。 

「今日は 留守です か」 

「は あ、 たった今 しがた 出ました。 おっつけ 帰り ま 



「ありがとう。 この 方 はた だ忙 がしい ばかりで …… 」 

「結構で ないかね。 ハハ ハハ。 どうも 困った 男です ね 

おまさ わけ 

え、 御 政さん。 あれほど 訳が わからな いとまで は 思わ 

なかった が」 

「どうも 御 心配ば かり 懸けまして、 私 も いろいろ 申し 

ますが、 女の 云う 事 だと 思って ちっとも 取り上げ ませ 

ん ので、 まことに 困り切ります」 

「そうでしょう、 私 の 云う 事 だ つ て 聞かな いんだから。 

—— わたし も 傍に いると つい 気になる から、 ついと や 

かく 云いた くな つてね」 

フ J もっともで ござ いますと も。 みんな 当人 のために 



「どうせ また 過激な 事で も 云う のです よ。 無事に 済め 

ばいい が、 つまらない 事 を 云おう ものなら 取って返し 

がっかな いからね。 —— どうしても やめさせ なくつ 

ちゃ、 いけない ね」 

「どうしたら やめる で) J ざんしょう」 

がんこ きづかい 

「これ もよ せったって、 頑固 だから、 よす 気遣 はない 

だま 

や つ ぱり 欺す より 仕方がな いでしょう」 

「どうして 欺したら い いでしょう」 

「そうさ。 あした 時刻に わたしが 急用で 逢いたい か 

ら つて 使 を よこして 見ましょう か」 

「そうで ござんす ね。 それで、 あなたの 方へ 参る よう 



道 也 は 坐った まま、 体 を そらして 受け取った。 

「待って るかい」 

フス 5i」 

道 也 は 封 を 切って 手紙 を 読み下す。 やがて、 終り か 

ら 巻き返して、 再び 状袋の なかへ 収めた。 何にも 云わ 

ない。 

「何 か 急用で でも ござんす か」 

道 也 は 「うん」 と 云いながら、 墨 を 磨って、 何 かさ 

ら さらと 返事 を 認めて いる。 

「何の 御用です か」 

「ええ？ ちょっと 待った。 書いて しまう から」 



ろう」 

「こんなに 風が 吹く のに、 よしに なされば いいのに」 

r ハハ ハハ 風が 吹いて やめる ような 演説なら 始めから 

やり やしない」 

「 で すけれ ども 滅多な 事 はな さらない 方が よ， > 」 ざん す 

よ」 

「滅多な 事と は。 何が さ」 

「いいえね。 あんまり 演説なん かな さらない 方が、 あ 

とく 

なた の 得 だと 云 うんです」 

「なに 得な 事が ある もの か」 

「あとが 困る かも 知れない と 申す のです」 



「 •：：. 文士 保護 は 独立し がた き 文士の 言う 事で ある。 

保護と は 貴族的 時代に 云うべき 言葉で、 個人 平等の 世 

うんぬん きょく 

にこれ を 云々 する の は 恥辱の 極で ある。 退いて 保護 

を受 くるより 進んで 自己に 適当なる 租税 を 天下から 払 

わしむべき である」 と 云った と 思ったら、 引き込んだ _ 

かっさい さつ まがす リ 

聴衆 は 喝采す る。 隣り に 薩摩鉼 の 羽織 を 着た 書生が い 

て 話して いる。 

くろ だとうよう 

「今の が、 黒 田 東 陽 か」 

「うん」 

「妙な 顔 だな。 もっと 話せる 顔 かと 思った」 

「保護 を 受けたら、 もう 少し 顔ら しくなる だろう」 



去 を 伝うべき ために 生れた ので はない。 —— 時 は 昼夜 

を 舎て ず 流れる。 過去の ない 時代 はない。 —— 諸君 誤 

解して はなり ません。 吾人 は 無論 過去 を 有して いる。 

ろ 1 つちう 

しかし その 過去 は老耄 した 過去 か、 幼稚な 過去で ある。 

則と るに 足るべき 過去 は 何にもない。 明治の 四十 年 は 

先例の ない 四十 年で ある」 

聴衆のう ちに そうかな あと 云う 顔 をして いる 者が あ 

る。 

「先例の ない 社会に 生れた もの ほど 自由な もの はない。 

余 は 諸君が この 先例の ない 社会に 生れた の を 深く 賀す 

る ものである」 



当す る 理想 を 養わねば ならん」 

い つてん ご 

道 也 先生 は ここにお いて 一転 語 を 下した。 聴衆 は 別 

に ひやかす 気 も なくなつ たと 見える。 黙って いる。 

「理想 は 魂で ある。 魂 は 形がない から わからない。 た 

ほう、.^ つ 

だ 人の 魂の、 行為に 発現す ると ころ を 見て 髡髴 する に 

過ぎん。 惜しい かな 現代の 青年 はこれ を髡髴 する こと 

が 出来ん。 これ を 過去に 求めても ない、 これ を 現代に 

求めて はなお さらない。 諸君 は 家庭に 在って 父母 を理 

想と する 事が 出来ます か」 

ある もの は 不平な 顔 をした。 しかし だまって いる。 

「学校に 在って 教師 を 理想と する 事が 出来ます か」 



も 迷えん ので ある。 魂が こちら こちらと 教える からで 

ある。 

「諸君のう ちに は、 どこまで 歩く つもり だと 聞く もの 

が あるか も 知れぬ。 知れた 事で ある。 行ける 所まで 行 

くの が 人生で ある。 誰し も 自分の 寿命 を 知って る もの 

はない。 自分に 知れない 寿命 は 他人に はなお さらわ か 

ら ない。 医者 を 家業に する 専門家で も 人間の 寿命 を 勘 

定 する 訳に は 行かぬ。 自分が 何歳まで 生きる か は、 生 

きた あとで 始めて 言う ベ き 事で ある。 八十 歳まで 生き 

たと 云う 事 は 八十 歳まで 生きた 事実が 証拠立てて くれ 

ねばならん。 たとい 八十 歳まで 生きる 自 SIS があって、 



何 か 云う だろうと 思 つ て 道 也 先生 は 一 一十 秒 ほど 絶句 

して 待って いる。 誰も 何も 云わない。 

「それ を 心得んで 金の ある 所に は 理窟 も あると 考えて 

ぐ きょ く 

いるの は 愚の 極で ある。 しかも 世間 一般 はそう 誤認 

している。 あの人 は 金持ちで 世間が 尊敬して いるから 

して 理窟 も わかって いるに 違ない、 カル チ ユア ー も あ 

るに きまって いると こう 考える。 ところが その実 

は カル チュ ァ— を 受ける 暇がなければ こそ 金 をもう け 

る 時間が 出来た ので ある。 自然 は 公平な もので 一 人の 

男に 金 ももう けさせる、 同時に カル チ ユア— も 授ける 

ひいき 

と 云う ほど _<圈 (に はせんの である。 この 見やす き道哩 



はこの 貴重な もの を 擁して いるから 世の 尊敬 を 受ける _ 

よろしい。 そこまで は 誰も 異存 はない。 しかし 金 以外 

の 領分に おいて 彼ら は 幅 を 利かし 得る 人間で はない、 

金 以外の 標準 を もって 社会 上の地位 を 得る 人の 仲間 入 

は 出来ない。 もし それが 出来る と 云えば 学者 も 金持ち 

の 領分 へ 乗り込んで 金銭 本位の 区域 内で 威張 つても ゆ 

い 訳になる。 彼ら はそう はさせ ぬ。 しかし 自分 だけ は 

自分の 領分 内に おとなしく している 事 を 忘れて 他の 領 

分までの さば リ出 ようとす る。 それが 物の わからない 

好い 証拠で ある」 

ま ね 

高 柳 君 は 腰 を 半分 浮かして 拍手 をした。 人間 は 真似 



すき 

が 好で ある。 高 柳 君に 誘い出されて、 ぱちぱ ちの 声が 

いきおい 

四方に 起る。 冷笑 党 は 勢 の 不可なる を 知って 黙した。 

「金 は 労力の 報酬で ある。 だから 労力 を 余計に すれば 

金 は 余計に とれる。 ここまで は 世間 も 公平で ある。 

(否 これす らも 不公平な 事が ある。 相場師な ど は 労力 

なしに 金 を 攫んで いる) しかし 一歩 進めて 考えて 見る 

が 好い。 高等な 労力に 高等な 報酬が 伴う であろう か I 

I 諸君 ど う 思 い ま す —— 返事が なければ 説明し なけれ 

ばな らん。 報酬なる もの は 眼前の 利害に もっとも 影響 

の 多い 事情 だけで きめられ るので ある。 だから 今の 世 

こ あきんど 

でも 教師の 報酬 は 小 商人の 報酬よりも 少ない ので ある。 



眼前 以上の 遠い 所 高い 所に 労力 を 費やす もの は、 いか 

に 将来の ためにな ろうと も、 国家の ためにな ろうと も、 

人類の ためにな ろうと も 報酬 はいよ いよ 減ずる ので あ 

る。 だに よって 労力の 高下で は 報酬の 多寡 はき まらな 

い。 金銭の 分配 は 支配され てお らん。 したがって 金の 

ある ものが 高尚な 労力 をした と は 限らない。 換言 すれ 

めやす 

ば 金が あるから 人間が 高尚 だと は 云えない。 金 を 目安 

にして 人物の 価値 をき める 訳に は 行かない」 

と 1 つと-つ 

滔々 として 述べ て 来た 道 也 はちよ つと ここで 切って、 

満場の 形勢 を 観望した。 活版に 押した 演説 は 生命が な 

い。 道 也 は 相手し だいで、 どうと も 変わる つもりで あ 



る。 満場 は 思った より 静かで ある。 

「それ を 金が あるから と 云うて むやみに えらがる の は 

間違つ ている。 学者と^ 嘩 する 資格が あると 思つ てる 

の も 間違って いる。 気品の ある 人々 に 頭 を 下げさせる 

つもりで いるの も 間違って いる。 —— 少し は 考えても 

見る がいい。 いくら 金が あっても 病気の 時 は 医者に 降 

せん 

参し なければ なるまい。 金貨 を 煎じて 飲む 訳に は 行か 

ない •：•： 」 

あま リ 熱心な 滑稽な ので、 思わず 噴き 出した ものが 

三 四 人 ある。 道 也 先生 は 気がついた。 

「そうでしょう 金貨 を 煎じた つ て下莉 はと まらな 



いでしょう。 だから 御 医者に 頭 を 下げる。 その 代 

リ御 医者 は 金に 頭 を 下げる」 

道 也 先生 は にゃにゃと 笑った。 聴衆 も おとなしく 笑 

、つ。 

「それで ゆいので す。 金に 頭 を 下げて 結構です II し 

かし 金 持 はいけ ない。 医者に 頭 を 下げる 事 を 知って な 

がら、 趣味と か、 嗜好と か、 気品と か 人品と か 云う 事 

に関して、 学問の ある、 高尚な 理窟の わかった 人に 頭 

を 下げる こと を 知らん。 のみならず かえって 金の 力で 

それらの 頭 を さげさせよう とする。 盲目 蛇に 怖じ 

ずと はよ く 云 つ たもので すねえ」 



と 急に 会話 調に な つ たの は 曲折が あ つ た。 

「学問の ある 人、 訳の わかった 人 は 金 持が 金の 力で 世 

間に 利益 を 与うる と 同様の 意味に おいて、 学問 を もつ 

て、 わけの 分った ところ を もって 社会に 幸福 を 与える 

ので ある。 だからして 立場 こそ 違え、 彼ら はとうて い 

おか しリ す 

冒し 得べ からざる 地位に 確た る 尻 を 据えて いるので あ 

る。 

「学者が もし 金銭 問題に かかれば、 自己の 本領 を棄て 

なわば リぅち は 、- 

て 他の 緦張 内に 這 入る の だから、 金持ちに 頭 を 下げる 

が 順当であろう。 同時に 金 以上の 趣味と か 文学と か 人 

生と か 社会と か 云う 問題に 関して は 金持ちの 方が 学者 



いきお い 

聴衆 は 道 也の 勢 と 最後の 一 句の 奇警な のに 気 を 奪 

ひと 

われて 黙って いる。 独 リ高柳 君が たまらなかった と 見 

えて 大きな 声 を 出して 喝采した。 

「商人が 金 を 儲ける ために 金を使う の は 専門 上の 事で 

ようか い 

誰も 容喙が 出来ぬ。 しかし 商 買 上に 使わないで 人事 上 

に その 力 を 利用 するとき は、 訳の わかった 人に 聞かね 

みず か じょうぞう 

ばなら ぬ。 そうしなければ 社会の 悪 を 自 ら 醸造 して 

平気で いる 事が ある。 今の 金 持の 金の ある 一 部分 は 常 

にこの 目的に 向って 使用され ている。 それと 云う の も 

彼ら 自身が 金の 主で ある だけで、 他の 徳、 芸の 主で な 

いからで ある。 学者 を 尊敬す る 事 を 知らん からで ある _ 



十二 

「ちっと は、 妬い 方 かね」 と 枕元へ 坐る。 

六 畳の 座敷 は、 畳が ほけ て、 とんと 打ったら 夜で も 

ほこ くす リぴん けんおんき 

埃り が 見えそう だ。 宮島 産の 丸 盆に 薬瓶 と 験 温 器が 

いっしょに 乗って いる。 高 柳 君 は 演説 を 聞いて 帰って 

から、 とうとう 喀血して しまった。 

1 つし ろ 

「今日は だいぶい い」 と 床の 上に 起き 返って 後から 

か い まき せ 

搔卷を 背の 半分まで かけて いる。 

おおしま つむぎ たもと ロシアが わ まきたば こいれ 

中 野 君 は 大島紬 の 抉 から 魯西亜 皮の 巻 莨 入 を 出 

しかけた が、 



「うん、 煙草 を 飲ん じ や、 わるかった ね」 とまた 抉の 

なかへ 落す。 

「なに 構わない。 どうせ 煙草ぐ らいで 癒り やしないん 

だから」 と 憮然と している。 

はじめ かんじん 

「そうでな いよ。 初が 肝心 だ。 今のう ち 養生し ない 

きのう 

といけ ない。 昨日 医者へ 行って 聞いて 見た が、 なに 心 

配す る ほどの 事 もない。 来た かい 医者 は」 

「今朝 来た。 暖かに していろ と 云った」 

「うん。 暖かに している がいい。 この 室 は 少し 寒い ね 

わび げ あた リ 

え」 と 中 野 君 は 侘し 気に 四方 を 見廻した。 

し. 4 ラじ 

「あの 障子なん か、 宿の 下女に でも 張らしたら よかろ 



と 死んで しまう の はもった いない。 のみならず 親の 手 

前世 間の手 前面 目ない。 人から 土偶の ようにう とまれ 

どんこん 

るの も、 この おれ を 出す 機会がなくて、 鈍根に さえ 立 

派に 出来る 翻訳の 下働きな どで 日 を 暮らして いるから 

である。 どうしても 無念 だ。 石に 嚙 みついて もと 思う 

矢先に 道 也の 演説 を 聞いて 床に ついた。 医者 は 大胆に 

も 結核の 初期 だと 云う。 いよいよ 結核なら、 とても 助 

からない。 命の ある うちにと また 旧稿に 向って 見た が 

よ なわ 

絢る 緦は 遅く、 逃げる 泥棒 は 早い。 何 一 つ 見やげ も 置 

かないで、 消えて 行く かと 思う と、 熱さえ 余計に 出る _ 

まと いいわけ 

これ 一 つ 纏めれば 死んでも 言訳 は 立つ。 立つ 言訳 を 作 



あるいは 驚ろ くだろう。 一 世 一 代の 作 を 仕上げて かえ 

るつ もり だと 云ったら さぞ 喜ぶ であろう。 空想 は 

空想の 子で ある。 もっとも 繁殖力に 富む もの を 脳裏に 

植えつ けた 高 柳 君 は、 病の 身に ある 事 を 忘れて、 いつ 

かどぐち 

の 間に か 先生の 門口に 立った。 

誰か 来客の ようで あるが、 せっかく 来たの をと わざ 

と 遠慮 を 抜いて 「頼む」 と 声をかけて 見た。 「どなた」 

と 奥から 云う の は 先生 自身で ある。 

「私です。 高 柳 …… 」 

おはい けしき 

「は あ、 御 這 入り」 と 云った なり、 出て くる 景色 もな 

ヽ o 

レ 



高 柳 君 は 玄関から 客間へ 通る。 推察の 通り 先客が い 

いちらく しま 

た。 巿 楽の 羽織に、 く すんだ 縞 もの を 着て、 帯の 

紋博多 だけが いちじるしく 眼 立つ。 額の 狭い 頰 骨の 高 

どんぐりまなこ あいさつ 

い、 鈍 栗 眼で ある。 高 柳 君 は 先生に 挨拶 を 済ました、 

あとで 鈍 栗に 黙礼 をした。 

「どうしました。 だいぶ 遅く 来ました ね。 何 か 用で も 

…：- J 

おいと まごい 

「いいえ、 ちょっと —— 実は 御 暇 乞に 上がりました」 

「御 暇 乞？ 田舎の 中学へ でも 赴任す るんで すか」 

あい ふすま 

間の 襖 を あけて、 細君が 茶 を 持って 出る。 高 柳 君 

おじぎ しりぞ 

と 御辞儀の 交換 をして 居間へ 退く。 
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